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〒523-0893 近江八幡市桜宮町294ＹＰ１ 株式会社ヤマプラ　
    滋賀ガイド・Ｏｈ！Ｍｅ編集室　

滋賀ガイドにも掲載されます。複数の投稿の場合も１回の掲載となります。
写真は返却できませんのでご了承ください。
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中国系と、インド系のスパ

イスを使った食事が出来る

｢唐印屋｣は、草津市笠山の

京滋バイパス側の道沿いに

ある。

今回ご紹介するメニューは

【レディースランチ
 Ｃセット】（1000円）
・唐印屋スパイスマジック
 (ミニサイズ)
 ６種類より２品
 　・石焼麻婆丼　・旨辛坦々麺
 　・汁なし坦々麺 温/冷　・スパイス黒カリー
 　・スパイシーキーマカレー

・カップスープ　・ランチサラダ
・本日のデザート　・フリードリンク

取材日は旨辛坦々麺とスパイシーキーマカ

レーを選んだ。

坦々麺は自家製ラー油と濃厚な胡麻ダレスー

プの、まろやかな辛さが特徴。

一方、キーマカレーもインド系のスパイス

がたっぷりの旨みのある辛さがポイント。

店名が唐印屋となっている通り、中国（唐）

とインド（印）のスパイスをたくさん使った

「辛い」料理がこの店の売り。味の決め手は、

数種類の唐辛子をブレン

ドして一晩ろ過した自家

製のラー油と、独自のス

パイスの調合にあるようだ。

「他には無い、個性的なごはんやさんを開

きたかった」と店主の芝佳昇さん。レディー

スセットは４種類あるが、男性でも注文可

能。ランチはほかに「唐印屋セット」（1280

円）などが人気。

アジアン調のイ

ンテリアが評判で、

学生、女性、カッ

プルが多い。個

室も完備されて

いるので貸し切

りのパーティー

もＯＫ。

(取材・鋒山)

い辛さが売り美味しい辛さが売り!?!?
の「唐印屋」草津市の「唐印屋」
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●草津市笠山2-1-28クローバービル1階　●TEL：077-563-7011
●営業時間：火～土　　11：30～15：00(L.O.14：30)
　　　　　　　　　　 18：00～23：30(L.O.22：45)
　　　　　 日曜日、祝日 11：30～15：00(L.O.14：30)
　　　　　　　　　　 18：00～22：00(L.O.21：30)※翌日祝の場合～23：30
●定休日：月曜日（月曜または翌日が祝日の場合営業）　●駐車場：10台

美味しい辛さが売り美味しい辛さが売り!?!?
草津市の「唐印屋」草津市の「唐印屋」
おいしい辛さが売りおいしい辛さが売り!?!?
草津市の「唐印屋」草津市の「唐印屋」

「この世界とのつのつながながりかた」かた」展「この世界とのつのつながながりかた」かた」展

唐印屋
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●場所：【第1会場】ボーダレス・アートミュージアム
　　　　　　　　ＮＯ-ＭＡ
　　　 【第2会場】尾賀商店
　　　　　　　  近江八幡市永原町中12
　　　　　　　　 0748-32-5567　
●時間：各会場10：00～17：00
●休館日：月曜日（祝日の場合翌日）、12/28～1/8
●入場料：各会場共通
　　　　 一般500円　高大生450円
　　　　 中学生以下無料

●近江八幡市永原町上16 ●TEL：0748-36-5018

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。

城下町彦根の袋町は艶町風情が漂います。京の祇園にいるよう

な錯覚を覚えます。

格子戸、うだつ、狭い路地。夜になると、割烹や居酒屋、スナッ

クにネオンが灯り、艶町空間があらわれます。

師走も押し迫り、アチコチから歌声も聞こえ、年末ムードです。

袋町から一歩出ると、芹川の流れにケヤキ並木と、ロケーション

は抜群です。

観光客は、彦根城や夢京橋キャッスルロードに足を向けますが、

袋町や近くの「花しょうぶ通り」など隠れたスポットもあります。

ぜひ一度お出掛けください。師走の艶町もいいものです。

●袋町　彦根駅よりタクシーで約10分。

絵と文・寺田みのる

袋町（彦根市）
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○2009 浅生ハルミン//『私は猫ストーカー』製作委員会ｃ
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今、ボーダレス・アートミュー

ジアムＮＯ-ＭＡで「この世界と

のつながりかた」展が開かれてい

る。【３月７日（日）まで】 

それぞれの作品の共通点は、自

分が生きている世界と、自分の

内面に存在する世界、この二つ

の世界をすり合わせるときに生

じる揺らぎに対して、意識やま

なざしを集中させようとしてい

る点。海外で活躍する人、精神

病院で暮らす人など、

17歳から92歳まで

の８人のアーティ

ストで構成されている。例えば、

野に咲くタンポポに自身の影を

合わせると目のように見える作

品や、文房具を使って時間を刻

む作品など、表現方法は絵画、

写真、映像などさまざまだがい

ずれも楽しい。

「今回は作者の年齢

も、表現方法もさ

まざまですが、作

品から何かを感じ

取ってもらい、作

品を見た後、何かを表現したい

気持ちになってもらえれば成功

だと思っています」と同館の齋藤

誠一さんは言う。　　（取材・福本）

奥村雄樹　I am Shadow Man(Dandelion)/2007/Courtesy of MIsako ＆ Rosen

森田浩彰　Clockwise/2005－2008/Courtesy of aoyama | meguro

橋口浩幸　春の一隅/2009

齋藤誠一さん齋藤誠一さん齋藤誠一さん
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